
事例 中学校国語科 美濃地区（Ｍ中学校）

１ 単元について

対 象 学 年 中学校 第２学年

学習指導要領 第２学年の内容 Ｃ読むこと（１）ア、ウ、エ

言語事項（１）ウ

単 元 名 「心のきずなをとらえる」 （全７時間）

単 元 目 標 ○読みの視点に基づいて読み進めるとともに、作品に描かれている主題に

ついて考え、人と人とのきずなについての自分の考えを深めようとする

。 （ ）ことができる 国語への関心･意欲･態度

○文章の特徴や表現のしかた、登場人物の関係の変化に注意して読み、人

と人とのきずなについて考えを深めることができる。 （読む能力）

○文章中における語句の効果的な使い方や象徴的な表現に気付き、文章の

特徴をつかむことができる。 （言語についての知識・理解・技能）

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○個の学習状況に応じた多様な指導方法の工夫

・文学の読みにおいて、一人ひとりが読みの視点を明確にもって読み進め

ることができるよう、生徒の初発の感想を生かした読みの視点を生徒と

ともに作成する。

、 。・自分の考えの深まりを生み出すために 意見交流や教え合いを重視する

そのために、視点別グループ（４名）を編成し学習活動を進める。

・すべての生徒が自分の意見を発表し、教え合いが成立するように、話し

合いの進め方マニュアルを作成し、提示する。

○一人一人のよさや進歩の状況の評価結果を学習活動に生かす指導の工夫

・評価規準に照らし合わせた生徒の実態や特性を記録する補助簿（個人カ

） 、 。ルテ を作成し 生徒の実態把握と個に応じた援助をするように努める

【言語活動】 文学作品を読み味わうこと

【言語意識】

（相手）同じ視点をもつ仲間と

（目的）単元全体を通した課題を解決するために

（場面・

状況）グループ学習を中心として

（方法 「学習の進め方」に沿って）

（評価）仲間の読みと自分の読みを比べ、自分の考えに深まりが生まれた

かを自己評価する。

参 考 資 料 資料１：第３時の学習プリント・・・ ゼブラ」の学習の進め方について「

指導するために使用

資料２：第４時の学習プリント・・・同じ視点で読んだ生徒同士のグルー

プ学習の進め方を提示するために使

用



２ 単元の評価規準

ア 国語への関心･ エ 読む能力 オ 言語についての知識

意欲･態度 ･理解･技能

・学校図書館等を積極 ・文脈の中における語句の効果 ・慣用句、類義語と対義語、

的に活用するなど、 的な使い方について理解し、 同音異義語や多義的な意味

様々な文章から目的 自分の言葉の使い方に役立て を表す語句の意味や用法に

内 や意図に応じて情報 ている。 注意して読み、抽象的な概

容 を集めようとすると ・文章の論理の展開の仕方を的 念などを表す多様な語句に

の ともに、読書を生活 確にとらえ、内容を理解して ついての理解を深め、語感

ま に役立て自己を豊か いる。 を磨き、語彙を豊かにして

と にしようとしてい ・文章の論理の展開の仕方を的 いる。

ま る。 確にとらえ、自分の表現に役 ・相手や目的に応じて文章の

り 立てている。 形態や展開に違いがあるこ

ご ・文章の構成や展開、説明や描 とに気付いたり、文の成分

と 写などの表現の仕方や、文体 の順序や照応などについて

の など文章の特徴に注意して読 考えたりして読んでいる。

評 んでいる。 ・単語の活用について理解

価 ・文章を読んで人間、社会、自 し、助詞や助動詞などの働

規 然などについて考え、自分の きに注意して読んでいる。

準 意見をもてるようになる。 ・共通語と方言の果たす役割

・目的をもって様々な文章を読 などについて理解して読む

み 必要な情報を集めている とともに敬語についての理、 。

・集めた情報を自分の表現に役 解を深め文章中の敬語の使

立てている。 い方を理解している。

［漢字］

・第２学年では、第１学年ま

でに学習した常用漢字に加

え、その他の常用漢字のう

ち３００字程度から３５０

字程度までの漢字を読み、

第３学年では第２学年まで

に学習した常用漢字に加

え、その他の常用漢字の大

体を読んでいる。

・読みの視点に基づい ・象徴的な意味をもつ語句が果 ・文章中における語句の効果

単 て読み進めるととも たしている効果について考え 的な使い方や象徴的な表現

元 に、人と人とのきず ながら読んでいる。 に気付き、文章の特徴をつ

の なについての自分の ・登場人物の設定の意味など表 かんでいる。

評 考えをもち、自分と 現の特徴や工夫に注意しなが

価 他者との関係につい ら読み、主人公の心情の変化

規 て見つめようとして をとらえている。

準 いる。 ・作品を読んで、人と人とのき

ずなについて考え、自分の意

見をもっている。



①『ゼブラ』を読み、 ①美術嫌いのゼブラが講座に申 ①象徴的な表現の効果に気付

２００～３００字程 し込んだのはウィルスンさん いている。

単 度の感想が書けてい に対する興味の表れであるこ ②象徴的な表現の効果に注意

位 る。 とが左手の役割、会話の変化 しながら読んでいる。

時 ②読み深めていきたい などによって表現されている

間 ことをもとに、主人 ことを理解している。

に 公の心情の変化を核 ②「今見るとちゃんとした手に

お とした自分の学習課 見えた」には、ウィルスンさ

け 題と読み深めの視点 んの授業を通して今までの考

る をもっている。 え方に変化が見られ始めたゼ

具 ③読みの視点に従って ブラの心情が象徴的に反映し

体 自分の読みをノート ていることを理解している。

の に書いている。 ③ゼブラの心情の変化をもたら

評 ④自分の生活を見つ したものは、ウィルスンさん

価 め、自分と人とのき との出会いであること、そし

規 ずなについての考え て、ゼブラの心の回復が左手

準 をもっている。 によって象徴的に表現されて

いることを理解している。

④人と人とのきずなについて、

自分の生活と照らし合わせて

意見を書いている。



３ 指導と評価の計画（全７時間）

時 ねらい 学習活動 評価規準 評価方法 指導･援助

１ ○ ○友達や家族と自分○リード文を 自分の体験を想起しながらき
が強くつながって読み、自分 ずなということに対する自分
いると感じた体験の体験を想 の考えを交流する。
を思い出すよう助起しながら、
言する。きずなとい

うことに対
する考えを ○印象に残った部
もつことが 『ゼブラ』の範読を聞き、初 〈ア－①〉 分、さらに読み○ ○ノート
できる。 発の感想を書く。 深めてみたいこ○ 『 ゼ ブ ラ 』 〈感想が書け

○『ゼブラ』 となども含め、を 読 み 、 ているか評
の範読を聞 作品について感２００～３００字程 価する 〉。
き、初発の じたことを自由度の感想が
感想を書く に書くように助書けている。
ことができ 言する。
る。

２ ○前時に書いた感想を集約した ○どんな点に感想○『ゼブラ』
プリントを見て、読み深めて が集中しているの感想をも
いきたいことを学習課題とし かに着目するよとに、読み

うに助言する。の学習課題 て書き、交流する。
を設定した

○教師が示す学習課題案と各自り、読み深
の読み深めたいことを見比めの視点を
べ、読みの学習課題と読み深もったりす
めの視点を確認する。ることがで

○生徒の課題意識きる。 〈ア－②〉 ○ノート
○学習の見通しプリントに、自 は内容中心とな○読み深めて 〈ゼブラの心
分の読みの学習課題と読み深 ることが予想さいきたいこ 情の変化に
めの視点を記入する。 れるので、教師とをもとに、 着目した学

主人公の心 の課題案として習課題を設
情の変化を どのように表現定している
核とした学 されているかとか評価す
習課題と読 いう視点を提示る 〉。
み深めの視 ○学習の計画 する。
点をもって プリント
いる。 〈単元の学習

に対する目
標が明確に
なっている
か 評 価 す
る 〉。

３ ○設定した学 ○個人の学習課題、読み深めの 〈ア－③〉 ○ノート ○読み深めの視点
習課題と読 視点に従って、全文を読み、 ○読みの視点 〈自分の課題 に即した読みの
み深めの視 ノートにまとめる。 に従って自 を解決する 方法について記
点に従って ・左手 分の読みを ために、読 述したヒントカ
全文を読み ・ウィルスンさんとの会話 ノートに書 み深めの視 ードを用意す
取り、ノー ・アンドリアとの会話 いている。 点をもち自 る。
トにまとめ ・しま馬 分の考えを
ることがで ・ヘリコプター 書いている
きる。 か評価す

る 〉。

○『ゼブラ』 ○本時の視点を確認する。
の第１場面４

ゼブラの心情やゼブラとウ（Ｐ１１４ ～Ｐ１２１
を読み ィルスンさんの関係の変化Ｌ１３） 、

ゼブラがウ がどのように表現されてい
ィルスンさ るか。
んに関心を
示し始めた ○読み深めの視点に従って読ん ○視点別交流の進
ことを、左 だことを視点別のグループで め方について説
手の役割、 交流する。 明するプリント
会話の変化 ・左手 を準備する。
に着目して ・ウィルスンさんとの会話
読み取るこ ・アンドリアとの会話
とができる ・しま馬。

読みとったことを交流をす 〈エ－①〉 ○発言・ノー○



る。 ○美術嫌いの トのまとめ
○「好きではない」・自分と同じ左手が不自由な ゼブラが講 〈美術嫌い
→「申し込んだ」ウィルスンさんにだんだん 座に申し込 のゼブラが
は 矛 盾 し て お関心をもっていくことが んだのはウ 講座に申し
り、美術以外の部「左腕のことがききたくて ィルスンさ 込んだのは
分が理由になってたまらなかった」という表 んに対する ウィルスン
いることを考えさ現から分かる。 興味の表れ さんに対す
せる。・会話を読むとウィルスンさ であること る関心の深

んに関心を持ち始めている が左手の役 さであるこ
ことが分かる。 割、会話の とが左手の

・アンドリアとの会話を読む 変化などに 役割、会話
と、ゼブラが暗いことばか よって表現 の変化など
り考えていることを気にし されている の表現を根
ていることが分かる。 ことを理解 拠に説明で

・ウィルスンさんが書いたゼ している。 きるか評価
ブラが動いているように思 する 〉。
えたことにゼブラの心の変
化が見られる。

ウィルスンさんに対する
興味がわいてきたことを表
現するのに左手はどのよう
な役割を果たしているだろ
うか。

左手は二人に共通する部分で○
あり、左手にかかわる表現を
追っていくと、ウィルスンさ
んへの興味の深まりが表現さ
れていることが分かる。

○第２場面 ○本時の視点を確認する。
（Ｐ１２１Ｌ１４～５

を ゼブラの心情やゼブラとウィＰ１２５Ｌ１２）
読み、アン ルスンさんの関係の変化がど
ドリアとの のように表現されているか。
会話や左手
にかかわる ○第一場面におけるゼブラの心 ○第１場面を構造
表現に着目 情と左手の果たした役割につ 的にまとめた掲
しながら、 いて振り返る。 示物を準備し、
ゼブラの心 ○読み深めの視点に従って読ん 前場面のゼブラ
情の変化を だことを視点別のグループで の心情の変化と
読み取るこ 交流する。 左手の関係を想
とができる ・左手 起させる。。

・ウィルスンさんとの会話
・アンドリアとの会話 〈エ－②〉 ○「ちゃんとした○発言・ノート
・しま馬 手に見えた」と○「今見るとち のまとめ
一人読みの交流をする。 いう左手にかか○ ゃんとした手 〈 今見るとち「
・左手を描くというゼブラの わる表現が、ゼに見えた」に ゃんとした
行為や、ちゃんとした手に ブラのどのようは、ウィルス 手に見えた」
見えたというところに心境 な心情と結びつンさんの授業 という表現
の変化が見える。 いているのかをを通して今ま がゼブラの

・ウィルスンさんは新しい見 考えるよう助言での考え方に 心情の変化
方を教えてくれた。だから する。変化が見られ を象徴的に

表現していちゃんとした手に見えたの 始めたゼブラ
ることをとだろう。 の心情が象徴
らえている・ゼブラの作ったしま馬に対 的に反映して

。〉するアンドリアの評価が変 いることを理 か評価する
解している。化している。

「ちゃんとした手に見えた」 〈オ－①〉
という表現にはゼブラのどん ○象徴的な表
な心情が表現されているのだ 現の効果に
ろうか。 気付いてい

る。
○左手は、ゼブラの心情の変化
を表している。ウィルスンさ
んに新しい見方を教わること
を通して自分の手がちゃんと
見えたいうことが、ゼブラの
心情の変化を表している。



○第３場面 ○本時の視点を確認する。
（Ｐ１２５Ｌ１３～６

⌒ を読 ゼブラの心情が前向きに変化Ｐ１３２Ｌ６）
本 み、ウィル したことがどのように表現さ
時 スンさんと れているだろうか。

のかかわり

⌒

の中でゼブ ○第１、２場面におけるゼブラ
ラの生き方 の心情の変化がどのように描
が前向きに かれていたかを振り返る。
なったこと ○読み深めの視点に従って読ん
を、左手の だことを視点別のグループで
表現や、ア 交流する。
ンドリアと ・左手
の会話に着 ・ウィルスンさんとの会話
目して読み ・アンドリアとの会話
とることが ・しま馬
できる。 ・ヘリコプター

一人読みの交流をする。 〈エ－③〉 ○発言・ノー ○第１、２場面の○
・左手の指が動くようになっ ○ トのまとめ 「ゼブラの心情ゼブラの心情
てきたことはゼブラの心の 〈ウィルス の変化 「左手の変化をもた 」
傷が回復してきていること ンさんとの の変化 「ウィらしたものは、 」
を表しているのではない 出会いの中 ルスンさんとアウィルスンさ
か。 で心情が変 ンドリアとの会んとの出会い

・しま馬はゼブラ自身、ヘリ 化したこと 話」を対応させであること、
コプターはウィルスンさん と左手やア た構造的な掲示そして、ゼブ
だ。だから、特別に心ひか ンドリアと 物を示し、左手ラの心の回復
れるものにヘリコプターを の会話をか にかかわる表現が左手によっ
選んだ。 かわらせて の変化などがゼて象徴的に表

・山と川と台地の上を飛んで 説明できて ブラの心情の変現されている
いくしま馬とヘリコプター いるか評価 化を表していたことを理解し
を書いたことに、前向きに する 〉 ことを確認すている。 。
なったゼブラの姿とウィル る。
スンさんへの願いが表れて
いるのではないか。

・アンドリアが「明るい人生
を……」と言ったのも、以
前の印象とは違う。これも
ゼブラの生き方の変化を表
しているのではないか。

左手の変化はいったい何を表
していたのだろうか。 〈オ－②〉 ○発言・ノー ○左手の変化とゼ

○象徴的な表 トのまとめ ブラの心情の変
○作者が描いているのはゼブラ 現の効果に 〈左手の変化 化が対応してい
がウィルスンさんとの出会い 注意しなが にゼブラの ることが分かる
を通して自分を変えていった ら読んでい 心情の変化 掲示物を示す。
ことだ。その変化が、左手が る。 が表れてい
変化していくことを通して描 ることに気
かれている。左手の変化はゼ 付いている
ブラの心の変化と重なってい か評価す
るのではないか。 る 〉。

７ ○人と人との ○「ゼブラ」の作品に対する感 〈エ－④〉 ○感想文 ○感想文を書くに
きずなとい 想文を 字程度で書く。 ○人と人との 〈作品中のき あたり「きずな８００
うことにつ きずなにつ ずなについ についての自分
いて自分が いて、自分 て書くとと の意見 「作者」
感じたこと の生活と照 もに、自分 の意図的な作品、
考えたこと らし合わせ の生活と照 作りに対して分
や自分の生 て意見を書 らし合わせ かったこと」を
活と照らし いている。 ながら感想 観点として与え
合わせなが 文を書いて る。
ら感想文に いるか評価
書くことが する 〉。
できる。 〈ア－④〉 ○感想文 ○自分とつながり

○自分の生活 〈自分の生活 のある人を思い
を見つめ、 にある人と 浮かべ、どのよ
自分と人と のきずなに うなつながりが
のきずなに ついての考 あったのか想起
ついての考 えを書いて するよう助言す
えをもって いるか評価 る。
いる。 する 〉。



４ 単位時間の授業展開例
（１）本時のねらい
○第３場面（Ｐ１２５Ｌ１３～Ｐ１３２Ｌ６）を読み、ウィルスンさんとのかかわりの中でゼブラの生き
方が前向きになったことを、左手の表現やアンドリアとの会話に着目して読みとることができる。

（２）本時の位置
６／７時

（３）展開案

過程 学 習 活 動 形 態 評価 指導･援助

導入 ○前時までの流れと本時の読み深めの視点を確認 学級全体
する。
・左手への着目
・アンドリアとの関係への着目

展開 ○視点別のグループで自分の読みを交流し、その 視点別小 ○仲間のノートを見
後学級でそれぞれの読みを交流する。 グループ 合いながら、自分

では読めていなか
った部分について

ゼブラの心情が前向きに変化したことがどのよ は、筆記用具の色
うに表現されているだろうか。 を変えて付け加え

〈エ－③〉 るよう助言する。
視点 左手 しま馬 アンドリアとの 学級全体 ○ゼブラの心情 ○１、２場面の板書

ヘリコプター 会話 の変化をもた （場面の心情の変
らしたもの 化を簡潔に図式化

・左手も使っ ・心ひかれる 「ちょっとその は、ウィルス し、画用紙に書い
ている もの＝ヘリ 指…」 ンさんとの出 たもの）を示し、

・曲がったま コプター＝ ・目が…輝いた 会いであるこ 「ゼブラの心情の。
まだった二 ウィルスン うれしそうな と、そして、 変化 「左手の変」
本の指が少 さん 表情 ゼブラの心の 化 「ウィルスン」
しだけ伸び ・山と川と台 「明るい人生」 回復が左手に さんとアンドリア
ている 地の上を飛 よって象徴的 との会話」を対応

・少しよくな んでいくヘ ウィルスンさん に表現されて させた構造的な掲
ってきてる リコプター との会話 いることを理 示物を示し、左手

としま馬＝ 「君に会えてよ 解している。 にかかわる表現の
ゼブラ自身 かったよ 」 ・発言・ノート 変化などがゼブラ。

・すばらしい贈 のまとめ の心情の変化を表
り物 〈ウィルスンさ していたことを確

んとの出会い 認する。
あの通りを歩いてみよう 学級全体 の中で心情が

変化したこと
ウィルスンさんとの出会いを通して、ゼブラの と左手やアン

指が回復していくとともに、ゼブラの生き方がど ドリアとの会
んどん前向きになってきている。 話をかかわら

せて説明でき
左手の変化はいったい何を表していたのだろ ているか評価
うか。 する 〉。

〈オ－②〉
終末 作者が描いているのはゼブラがウィルスンさん 個 人 ○象徴的な表現 ○左手の変化とゼブ

との出会いを通して変わっていったことだ。左手 の効果に注意 ラの心情の変化が
が回復していく様子をところどころにちりばめて しながら読ん 対応していること
あるが、それがゼブラの気持ちが前向きになって でいる。 が分かる掲示物を
いくことと重なっている。左手の回復は、単にけ ・発言・ノート 示す。
がの回復ということではなく、ゼブラの心の傷が のまとめ
だんだんと回復していくということを表している 〈左手の変化に
のだと思う。 ゼブラの心情

の変化が表れ
○本時のまとめを書く。 ていることに
・本時の学習で深まった自分の考えをまとめとし 気付いている

。〉て書く。 か評価する



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

〈エ－③〉

○ゼブラの心情の変化をもたらしたものは、ウィルスンさんとの出会いであること、

そして、ゼブラの心の回復が左手によって象徴的に表現されていることを理解して

いる。

（２）評価の実際

【評価方法】発言・ノートのまとめ

【判断した生徒の状況例】

「左手の変化は、いったい何を表していたのだろうか 」というまとめの問いに対して。

①「作者は左手を描くことを通して私たちに前向きに生きることの大切さを伝えたかった

んだと思う。ゼブラは事故に遭った左手のことですごく悩んで、暗くなっていたけど、

ウィルスンさんとの出会い、美術の授業、アンドリアとのかかわりなどを通して変わっ

ていった。そして、左手のけがが回復していく様子を描くことを通して、ゼブラが前向

きになっていったことも同時に表現していた 」というまとめを書いたＡ子は「おおむ。

ね満足できる状況」にあると判断した。

評価規準と照らし合わせたとき、ウィルスンさんとの出会いの中で、変化していった

ゼブラに言及していること。また、ゼブラの心情が変化していることと傷の回復を重ね

て考えているという点で、おおむね満足とした。

②「ゼブラに左手が不自由でも、ウィルスンさんはがんばっているんだから、ゼブラもが

んばれって思って書いていると思った 」と書いたＢ子。。

「けがは自分の力だけでは治らないと言っていると思う。ちゃんと励ましてくれる人が

いたからこそ、左手が治るか分からないと言われていたけど治ったと思うし、ゼブラは

ウィルスンさんを見習っているのだと思う 」と書いたＣ男は「努力を要すると判断し。

た状況」にあると判断した。

Ｂ子の場合、作者が「左手」を意図をもって描いていることに着目することができて

いない。また、ウィルスンさんとの出会いの中でゼブラが前向きになっていったことに

も触れることができていない。Ｃ男もやはり「左手」の表現意図に触れることができて

いない。

（３）個に応じた指導の実際

、「 」、「 」、上の②のような読みをする傾向にあった生徒に対して ゼブラの気持ちの変化 左手の変化

「ウィルスンさんやアンドリアとの会話」を対応させた構造的な掲示物を示した。その中で、左手

の変化が何を表現しているのかに気付かせ、まとめの感想文を書くように指示した。また、個別に

援助をし、その中で「左手の役割 「ゼブラがなぜ変われたのか」について感想文に必ず入れて書」

くように指示した。

その結果、感想文を書く際には、ゼブラの心の回復が左手の回復によって象徴的に表現されてい

ること、そして、その回復をもたらしたのはウィルスンさんやアンドリアなどゼブラを取り巻く人

々との出会いであったことが書けた。


